
　

　
　
　

B型肝炎

　五種混合
（ジフテリア・百日せき・

　　　　　　破傷病・ポリオ・ヒブ）

結核（BCG）

水痘

日本脳炎

　　小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス
感染症（子宮頚がん予防）

麻しん・風しん混合（MR）

ロタウイルス感染症
経口弱毒生ヒトロタウイルスワクチン
5価経口弱毒生ロタウイルスワクチン

27日以上の間隔をおいて2回

27日以上の間隔をおいて3回

1

0歳のうちに3回接種が必要。3回目は、2回目から4-5か月の間隔をあけて受けます。

8 9 10 11 12 13 14 15 16

不活化ワクチン 生ワクチン 定期予防接種の対象年齢 標準的な接種時期（数字は接種回数） ＊法改正などにより変更になる場合があります。

〇定期予防接種を受ける際の注意

・お子さんの体調に注意し、気になることがあれば、あらかじめかかりつけの医師に相談してください。

・「予防接種手帳」「接種予防と子どもの健康」（出生届時に配布しています）の内容をよく読み、予防接種の効果、副反応等について理解した上で、接種を受けてください。

・予防接種の際には必ず保護者が同伴してください。（保護者が同伴できない場合は、事前に保護者が委任状の申請をし、委任された者が委任状を持って接種児に同伴してください。）

標準的な

接種期間

中学1年

相当

●予防接種スケジュール

二種混合

11歳で追加接種

（接種対象11-12歳)

9歳で追加接種

（接種対象9-12歳）

中学1年で接種開始（接種対象：小

6から高1の女子）

2・4・9価があり、ワクチンによっ

てスケジュールが異なります。
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1 追加接種は、初回接種から3か月の間隔をあけて受けましょう。
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幼稚園、保育園の年長児
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市で送付

どちらのワクチンも初回接種を出生14週6日後までに済ませます。

3種類いずれも、１年以内に接種を終えることが望ましいとされています。
※1 1回目と2回目の接種は、少なくとも5か月以上あけます。5か月未満である場合、3回目の接種が必要になります。
※2・3 2回目と3回目の接種がそれぞれ1回目の2か月後と6カ月後にできない場合、2回目は1回目から1か月以上（※2）、3回目は2回目から3か月以上（※3）あけます。
※4・5 2回目と3回目の接種がそれぞれ1回目の1か月後と6か月後にできない場合、2回目は1回目から1か月以上（※4）、3回目は1回目から5カ月以上、2回目から2か月範囲以上（※5）あけま

す。
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